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◎ 醜号

おばあちやん  とても明るく元気な子ですよ。これからも健
からの     康でのびのびと育ってほしいです。
ひとゴこと            中山 サヨさん(69歳 )

つ卜Ro主な記事
わ
た
し
の
お
ば
あ
ち
や
ん
は
、
今
年
で
六
十
九
才
に
な
り
ま
し
た
。

と
て
も
元
気
な
お
ば
あ
ち
や
ん
で
す
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
わ
た
し
が
学
校
に
行
く
時
や
遊
び
に
行
く
時

そ
れ
に
、
わ
た
し
が
遊
び
に
行
く
時
に
は
お
こ
づ
か
い
を
く
れ
ま

こ
の
前
、
お
ば
あ
ち
や
ん
が
旅
行
に
行
っ
た
時
に
、
わ
た
し
に
京

わ
た
し
が
今
度
ど
こ
か
に
旅
行
に
行
っ
た
時
に
は
、
お
ば
あ
ち
や

し
は
、
お
ば
あ
ち
や
ん
が
大
好
き
で
す
。

お
ば
あ
ち
や
ん
こ
れ
か
ら
も
ず

っ
と
元
気
で
い
て
く
だ
さ
い
。

No2 5 4号 発行 。青森県市浦村役場/編集・企画財政課広報係



相

内

地

区

で
建

設

を

進

め

て

い

三
十

日

交

通

安

全

祈

願

祭

と

竣

エ

記

念

式

典

が

開

か

れ

、

供

用

が

開

工
事
関
係
者
ら
の
見
守
る

テ

ィ

セ

ン
タ

ー

で
竣

工

記

念

祝

賀

会

が
開

か

れ

、

工

事

関

係

者

、

用

んで乗る あなたは天国 家族は地獄
―
交通安全は家庭から==

県内の交通事故概況

()内は前年。累計は 1月 から
◎ 飲酒運転による死者は、死者全体の 22%
◎ シー トベル トを着けていないと、4倍の死亡率

青森県交通対策協議会

累 計
死
者
の
う
ち

飲 酒 運 転 に よ る 死 者

6,604) シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着 用 義 務 者
(着けなければならない人)

死

者 (14)
者非   着   用

(着けていなか った人 )

傷

者 (8,187) |ち子か鼻驚島魔人

シートベルト しめる′bガ 身を守



ヒ
バ
香
る
新
校
書
が
完
成

相
内
小
で
新
築
落
成
記
念
式
典

相
内
小
学
校

（小
山
内
幸

一
校
　
　
　
記
念
式
典
に
は
、
来
賓
、
Ｐ
Ｔ
　
　
統
を
愛
し
、
郷
土
に
貢
献
す
る
人

長
、
児
童
数
百
二
十
二
名
）
の
新
　
　
Ａ
、
協
贅
会
、
工
事
施
工
業
者
、
　
　

材
に
育

っ
て
ほ
し
い
。」
と
式
辞
を

築
工
事
が
完
成
し
、
新
築
落
成
記
　
　
在
校
児
童
ら
約
二
百
五
十
人
が
出
　
　
述
べ
、
工
藤
誠

一
郎
助
役
が
工
事

念
式
典
が
十

一
月
二
十
日
、
同
校
　
　
席
、
初
め
に
二
重
貢
村
長
が

「先
　
　
経
過
を
報
告
し
た
あ
と
、
工
事
施

ど
ん
帳

一
式
の
目
録
が
贈
呈
さ
れ

事
務
所
長
、
工
藤
武
則
村
議
会
議

内
校
長
が

「立
派
な
新
校
舎
に
ふ

校
児
童
が
お
礼
の
呼
び
掛
け
を
行

が
眺
望
で
き
る
旧
役
場
庁
舎
跡
地

て
、
床
面
積
が
八
百
九
平
方
属
で
、

超
音
波
検
査
は
、
他
の
検
査
と

異
な
り
苦
痛
も
体
に
対
す
る
悪
影

響
も
な
い
、
非
常
に
安
全
な
検
査

臓
器
か
ら
甲
状
腺
、
心
臓
、
乳
線

右
上
腹
部
に
は
、
体
の
中
で
最

も
大
き
い
臓
器
で
あ
る
肝
臓
が
あ

る
。
そ
れ
に
隣
接
し
て
胆
の
う
が

胆
の
う
ガ
ン
）
に
関
し
て
は
、
Ｃ

の
診
断
力
は
抜
群
で
あ
る
。

場
合
、
ま
ず
こ
の
検
査
を
第

一
に

中
で
は
胆
石
が
最
も
頻
度
が
高

い
が
、
胆
石
で
痛
み
を
伴
う
も
の

は
無
症
状
で
、　
一
生
何
も
起
こ
さ

ず
過
ご
す
こ
と
も
多
い
。

あ
る
が
、
最
近
は
経
過
を
み
る
こ

と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

療
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
き

症
状
が
出
現
す
る
以
前
に
、
検

査
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
と
思
わ

ま
た
、
食
事
を
す
る
と
、
胃
や

分
泌
し
て
胆
の
う
が
小
さ
く
な
っ

て
し
ま
う
た
め
、
検
査
が
困
難
に

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

葛 西 智 徳



を
提
供
、
地
元
産
業
と
文
化
面

ヘ

会
場
に
は
、
各
種
の
コ
ー
ナ
ー

三
の
砂
山
保
存
会
や
相
内
芸
能
保

ど
か
ら
も
、
た
く
さ
ん
の
芸
能
が

ま
た
、
安
東
氏
が
取
り
持
っ
縁

絵
画
な
ど
の
作
品
が
展
示
さ
れ
た

鳥
町

（岐
阜
）
、栗
駒
町

（宮
城
）
、

が

第

四

回

目

と

な

り

ま

し

た

。

を

大

切

に

し

な

が

ら

、

人

的

交

流

市
浦
の
特
産
品
販
売
　
　
　
　
友
好
と
親
善
を
深
め
な
が
ら
、
教
　
　
る
こ
と
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。
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伊
南
忠
雄
磯
松
地
区
出
稼
組
合
長
、

三
上
浅
吉
十
三
地
区
出
稼
組
合
長

金
属
い
真
岡
工
場
を
訪
間
、
中
村

あ
る
岡
本
工
業
］
を
訪
問
し
、

こ

近
の
高
さ
と
同
じ
所
で
仕
事
を
し
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“

)

「六か郡の郡司」という　　んの財産を畜えるようにな

前石笙干の罐
の書組不　　　〔』数帯印を，、鞠幽̈
輩̈
導　　剌〓〔投ｒ沖嗅和噺われ」

対痢謳つ年一岬“〓榛〔』議　　と「」疇量せ彙〓嘘岬髪』同　　『鷺難生藤摯商為ｔ、治̈
罐時期

よ間「つの安一̈一一【一一一」た‥こ年。　中一“中時な̈̈
中一』一　　̈一樺『一一一一一一術「た̈

さ「時ヽ
・を一札縣̈
嘲】̈
晴」　
‐嚇戦嗚』嘲師拗勁継識に鳴
　
わ̈れ”材つとい”［繰囃琳

川
の
館
」
で
も
長
い
年
月
を
経
　
　
府
か
ら
官
名
ま
で
頂
戴
し
て
い
　
　
を
そ
ん
な
ふ
う
に
考
え
て
お
き

る
と
、
衣
類
と
同
じ
よ
う
に
綻
　
　
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
　
　
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け

東
北
以
北
の
産
物
に
中
央
人
が

あ
こ
が
れ
て
い
た
こ
と
も
感
じ

高

星
津

軽

に
逃
げ

る

そ
の
結
果
、

「安
倍

一
族
」

の
中
に
は
あ
く
ま
で
反
抗
し
て

討
死
し
た
も
の
や
、
降
参
し
て

後
肌
を
残
し
た
も
の
と
が
あ
っ

た
の
で
す
け
れ
ど
、
そ
の
生
き

の
び
た
ひ
と
り
が

「高
星
」
だ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

「秋
田

家
系
図
』
で
は
、
貞
任
の
二
男

と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ

「
三
歳
の
時
、
乳
母
懐
き
て

津
軽
の
藤
崎
に
逃
る
。
後
藤
崎

の
城
主
と
為
る
」。
つ
ま
り
、
康

呼
』
疇
」
↑
商
蛛
に
け
‐こ 貞
籠
一

つ
で
あ
っ
た
高
星
を
「
め
の
と
」

が
抱
い
て
津
軽
の
藤
崎

⌒南
津

軽
郡
藤
崎
町
）
と
い
う
所
に
深

ら
城
を
築
い
て
城
主
と
な
っ
た

と
い
う
の
で
す
。
根
本
史
料
と

い
わ
れ
る

『
陸
奥
話
記
」
に
は

「貞
任
」
の
二
男
に

「高
星
」

が
あ

っ
た
こ
と
は
残
念
な
が
ら

書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
日

ま
で
こ
の
伝
承
が
根
強
く
残
さ

れ
公
認
も
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

『藩
輸
譜
』
⌒新
井
白
石
若
）

に
は

「幼
名
を
萬
千
代
丸
と
い

い
、
成
長
し
て
高
星
と
名
乗
っ

た
」
こ
と
が
載
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

「安
倍
社
司
由
緒
書
』
に

は

「
こ
の
人
三
オ
の
時
貞
任
亡

び
、
そ
の
時
高
星
丸
藤
崎
に
隠

れ
居
る
」
と
あ
り
、
貞
任
が
減

ぶ
前
に
藤
崎
に
逃
げ
て
い
た
と

も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

『藤

崎
系
図
』

『安
倍
系
図
伝
』
も

『秋
田
家
系
図
」
と
同
様
の
記

事
で
す
。
こ
れ
ら
の
「系
図
類
」

で
は

『藤
崎
系
図
』
が
最
も
古

れ
に
準
拠
し
た
も
の
と
思
わ
れ

と
に
か
く
、

「高
星
丸
の
藤

崎
へ
逃
れ
た
」
こ
と
は
、

「安

倍
氏
」
の
出
自
を
「安
日
伝
説
」

星
九
は
遠
祖
の
生
ま
れ
故
郷
ヘ

高
星
丸
余
滴

現
在
藤
崎
城
址
に
は
若
千
の

土
塁
と
濠
の
一
部
と
思
わ
れ
る

個
所
が
認
め
ら
れ
ま
す
が
、
町

づ
く
り
の
た
わ
雛
破
議
さ
れ
たた

も
の
か
昔
の
面
影
を
偲
ぶ
に
足

る
ま
で
に
は
至
り
ま
せ
ん
。
ま

幡
富
境
内
に
そ
の
名
残
り
を
と

藤
崎
八
幡
宮
司
藤
井
家
は
、

高
星
丸
の
長
男
安
倍
貞
房
の
後

裔
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
同
家

の
家
記
に
よ
っ
て
も
う
少
し

「

高
星
」
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

高
星
九
は
幼
名
を
万
千
代
と

い
い
ま
す
。
天
喜
三
年

（
一
〇

五
五
）
に
貞
任
の
二
男
と
し
て

生
ま
れ
、
永
長
元
年

（
一
〇
九

六
）
四
月
に
四
十

一
オ
を

一
期

と
し
て
な
く
な
り
ま
し
た
。
天

喜
五
年

⌒
一
〇
五
七
）
三
オ
の

時
に
乳
母
に
抱
か
れ
て
諸
所
に

忍
び
隠
れ
て
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、

承
暦
三
年

⌒
一
Ю
社
九
、
高
星

二
十
五
オ
）
に
鹿
角
郡
⌒メ
押

酬針野の高榊難歩離一蒙節轍蜘ヽ

高
畑
越
中
の
二
人
が
そ
れ
ぞ
れ

部
下
を
引
卒
し
て
馳
せ
つ
け
て

高
星

一
行
を
護
衛
し
て
、
津
軽

藤
崎
に
落
ち
の
び
て
隠
れ
て
い

永
保
二
年

⌒
一
〇
八
二
）
、

高
星
も
二
十
八
オ
の
り
っ
ば
な

武
士
に
成
長
し
て
い
ま
し
た
の

で
、
重
臣
と
評
議
の
結
果
藤
崎

築
城
の
志
を
起
こ
し
、
寛
治
六

年

（
一
〇
九
二
）
の
春
に
外
郭

を
築
造
す
る
こ
と
に
成
功
し
ま

し
た
。
彼
二
十
八
オ
の
時
で
し

た
。
こ
の
時
郭
内
堅
固
、
領
内

安
全
、
子
孫
繁
栄
の
た
め
に
八

幡
宮
を
勧
請
し
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
講

（本
名
）
を
頼
信
と

高
星
丸
の

一
生
は
実
に
娘
難

辛
苦
の
生
涯
で
あ
っ
た
と
い
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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青森県最低賃金が

改定されました

自 衛 官 募 集 中
-2等陸・海・空士―

新しい戸籍は正しい字で

税の何でも相談

善
意
あ
り
が
と
う

◆
木
村
愛
子
さ
ん
か
ら
、
図
書
の

こ
の
ほ
ど
十
三
小
学
校

へ
現
金
十

ん
は
十
三
出
身
で
、
現
在
函
館
市

◆
相
内
地
区
百
萬
遍
念
仏
講
中
の

伊
藤
き
江
さ
ん
と
工
藤
キ
ワ
さ
ん

が
、
こ
の
ほ
ど
役
場
を
訪
れ
、
恵

ま
れ
な
い
人
た
ち
に
役
立
て
て
欲

し
い
と
、　
一
万
円
寄
付
し
ま
し
た
。

村
で
は
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
託

修
業
年
限
が

三
年
に
短
縮

金
木
高
相
内
分
校

下
で
た
だ

一
校
の
昼
間
定
時
制
高

校
の
特
色
を
生
か
し
、
働
き
な
が

ら
学
ぶ
青
少
年
の
た
め
に
、
修
学

新
し
い
ユ
ニ
ー
ク
な
二
十

一
世
紀

型
の
高
校
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
学
校
教
育
法
の
改

正
を
受
け
、
修
業
年
限
が
四
年
か

四
月
入
学
生
か
ら
適
用
さ
れ
る
こ

分
校

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

202-

市浦村の人口と世帯数 平成2121現在
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三

十

食

品

と

い
う

と
多

く

感

じ

ま

せ

ん
。

体

に

必

要

な

栄

養

素

を

過

不

足

な

く

と

る

た

め

に
も

、
　

一

日

三

十

食

品

を

目

安

に
毎

日

の
食

事

を

見

直

し

て

み

ま

せ

ん

か
。

◇

三
十

食

品

を

上

手

に

と

る

コ

ツ

①

六

つ

の
食

品

群

を

も

れ

な

く

組

の
種

類

に
偏

り

が
あ

れ

ば

栄

養

素

は

満

た

さ

れ

ま

せ

ん
。

必
ず

表

１

の
六

つ

の
食

品

群

を

も

れ

な

く

組

み
合

わ

せ

ま

し

ょ
う

。

②

主

食

（
第

五

群

）
、
主

菜

⌒
第

一

群

。
第

二

群

）
、
副
菜

（
第

二

群

・

第

四

群

）
を

そ

ろ

え

る
。

や

魚

な

ど

の
料

理

、

そ

れ

に
野

菜

サ

ラ

ダ

や

煮

物

な

ど
を

そ

ろ

え

る

③

手

作

り

で
、

な

る

べ
く

同

じ

材

料

は

使

わ

な

い
。

同

じ

材

料

は

一
日

に
何

度

使

っ

て

も

一
品

と

し

か

数

え

ま

せ

ん
。

調

味

料

は

マ

ヨ
ネ

ー

ズ

や

ド

レ

ッ

④

食

品

数

を

増

や

す

場

合

は
朝

食

国

民

栄

養

調

査

に

よ

れ

ば

、　

一

日

の
平

均

摂

取

食

品

数

は

二

十

二

給

野
菜

を

上

手

に
使

っ
て

の
栄

養

教

室

（
脇

元

地

区

）
、

長

寿

食

調

理

実

習

と

ふ
れ

あ

い
食

事

会

（
磯

松

、

大

田

地

区

）

を

開

催

し

、

参

加

者

か

ら

は

「
調

理

の

工

夫

で

お

で
確

認

で
き

た
」

な

ど
感

想

が

述

べ
ら

れ

ま

し

た
。

好

評

だ

っ
た
献

立

（
表

２

）
を

ご
紹

介

し

ま

す

の

で
作

っ
て

み
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地

お

誕

生

中
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三

成

樹

奈

良

　

朋

弥
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大

田

）

豊

奈

良

　

　

仁
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大

田

）
孝

　

博

新

岡

郁

也

（
十

二

光

彦

士
口

田
　

美

咲

（
相

内

）

肇

山

田

　

　

工
日

⌒
脇

元

）
雅

　

治

濱

田

悠

平

（
十

三

善

文

濱

田

彩

加

⌒
十

三

陸

樹

濱

田

彩

乃

（
十

三

隆

樹

佐

々
木

優

佳

（
相

内

）
顕

　

仁

相

川

な

な

子

（
十

三

）

征

　

昭

一

４

ご

結

婚

⌒螂　雌　暦　蓄
一練　崎一

（相　は　赫佐一
一い　理一

⌒誨　』　れ　社
一神　聾一

⌒神　劇　攀　「
一欄　一一一

⌒〓　嚇　鋤　一
一嘲　い一

（椰　綺　封　晴
一哺　騨一

⌒増　』　は　一
一出　［一

⌒耀　嶋　眸　刊（藁祀」」）

⌒姉　赫　英　「
一一　年一

⌒鰤　円　畔　一
一制　い一

⌒い山帥　櫛　却
一計　に一

Ｍ
Ｍ

蒻

台
九
谷
　
ス
　
ナ

（脇
元
）
８７
歳

鳴
　
海
　
萬
　
士
口
（相
内
）
９４
歳

工
　
藤
　
一九
　
一
（相
内
）
８２
歳

藤
　
田
　
き
　
ぬ

（
相
内
）
８７
オ

櫛
　
引
　
一　
秀

（脇
元
）
５８
オ

山
　
田
　
粥
　
一
（脇
元
）
珈
歳

〓
一　
和
　
澤
　
代

（相
内
）
７２
オ

本
　
荘
　
キ
　
エ

（
十
三
）
８８
歳

富
　
坂
　
善
五
郎

⌒磯
松
）
８５
歳

伊
　
南
　
ソ
　
フ

⌒磯
松
）
８．
歳

表2好評だった献立
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登

志

美

（
神

奈

川

）

澤

　

兼

　

義

（
桂

　

川

）

坂

静

子

（
中

里

）

上

　

久

　

雄

（
相

　

内

）

野
　

息

　

子

（
小

　

泊

）

原

　

和

　

哉

（
函

　

館

）

川
　

美

栄

子

（
十

　

一こ

上

　

淳

　

一

（
車

　

力

）

谷

　

裕

　

子

（
脇

　

一九
）

藤

　

光

　

昭

（
鰺

ヶ
沢

）

川

　

み

ど

子

⌒
十

　

一こ

>52く

表 1 6つの食品群


